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めるという社会的目標の 2 っから成る目標概念， 骨史的会計指針と会計監査の 2 つから成る手段等を
順次取上げ詳細に検討した。そして会計統 a化政策がフランスで実際に運営された結果，会計情報公
開，企業課税，国民所得計算，労働者利潤参加，経済の国際化等社会経済の諸局面においてもそれ相
当の政策効果を現わしたものと考えられるので，その実態を詳細に分析し，そこに見られる会計統一
化政策との関連性を指摘した口以上のように，フランスの会計統一化政策は一般的会計指針に会計一
般の基準としての指導原理性をもたせてあらゆる分野での会計を統一化しようとするものであり，公
共会計政策としての整合性を有するものであることを明らかにしたのである。
論文の審査結果の要旨
本論文はフランスの会計統イヒ政策を理論的視角と社会経済的視角の両面から体系的に整理して，
l つの公共会計政策体系として説明したものである。豊富な文献・資料を駆使して，会計学に理論と
政策の峻別を求め，会計政策論のあり方を示唆しており，この分野の研究水準の向上に貢献すること
大である。従ってこの業績は経済学博士の学位に十分値するものと判定する。
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